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●資料５ 標準的な埋却溝の必要面積イメージ 
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●資料６ 病性鑑定立入時に家畜防疫員が現地に携行する用具 

病性鑑定立入時に家畜防疫員が現地に携行する用具

１ 農場立入用衣類

長靴，防疫衣類，手袋，シューズカバー，メディカルキャップ，防塵マ

スク等 

２ 臨床検査用器材

体温計，保定用具（ワイヤー，ロープ等），白布（消毒薬に浸し，その上

に３の器材を置くために用いる。），鎮静剤，懐中電灯等 

３ 病性鑑定材料採取用器材

採材用器具（解剖器具，採血器具（採血針，採血管，採血ホルダー等））， 

アルコール綿，保冷資材，クーラーボックス，病性鑑定材料輸送箱，カラ

ー スプレー，ビニールシート等 

４ 連絡及び記録用器材

携帯電話，事務用具，各種様式用紙，地図，防水デジタルカメラ，画像

送受信機等 

５ 消毒用器材

バケツ，消毒薬，消毒噴霧器等  

６ その他

ガムテープ，ビニールテープ，カッター，ハサミ，ビニール袋，着替え， 

食料品等
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●資料７ 検体の採材について 

検体の採材について

１ 血液検査のための検査材料 

症状を呈する豚等及び同居する複数の豚等について，抗凝固剤入りの採血管を

用いて，血液を採取し，採血管の外側を消毒し，ビニール袋に入れて冷蔵（４℃）

して家畜保健衛生所へ輸送する。 

血液検査は，白血球数測定及び好中球の核の左方移動の確認を行う。 

２ ウイルス学的検査のための検査材料 

豚等の死体又はＣＳＦ若しくはＡＳＦの感染が疑われる複数の豚等について，

可能な限り家畜保健衛生所で病性鑑定を行い，扁桃，腎臓及び脾臓等を採取する。

抗原検査又は血清抗体検査で，陽性となった材料（分離されたウイルス，遺伝子

増幅産物，血清等）について，冷蔵（４℃）して動物衛生研究部門海外病研究拠

点（東京都小平市）へ輸送する。 

３ 血清学的検査のための検査材料 

症状を呈する豚等及び同居する複数の豚等の血液について，分離剤入りの真空

採血管を用いて血液を採取し，常温で家畜保健衛生所へ輸送する。血液は家畜保

健衛生所で遠心分離後，血清を冷蔵（４℃）する。 

４ 材料の輸送

（１）材料（分離されたウイルス，遺伝子増幅産物，血清等）は，スクリューキャ

ップタイプのチューブ等で密封し，更にビニール袋に入れて，汚染（漏出）防

止措置をとった上で，輸送容器へ適切に材料を包装し，全て冷蔵（４℃）で輸

送する。事前に輸送の際に利用が想定される航空会社等に輸送方法を確認して

おくこと。 

（２）動物衛生研究部門海外病研究拠点（東京都小平市）への送付に当たっては，

事前に連絡の上，直接連絡員が持参すること。また、空輸等最も早く確実な運

搬方法を選択し，検体には必ず「病性鑑定依頼書」（別記様式６，様式・資料

編 p22）を添付すること。 
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●資料８ 航空機用輸送容器への検体包装手順 
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●資料９ 貨物案内図 



102 

●資料 10 患畜及び疑似患畜決定までに作成する資料の例 

※ 参考 患畜及び疑似患畜決定までに作成する資料の例（肥育豚 2,000 頭規模） 

１ 制限予定区域の設定 

 （別途防疫マップにより作成する。） 

２ 農場リスト等の作成 

（１）発生地（農場等）の概要 

ア 発生農場の概要 

    農場名      ○○○○農場 

      住 所            ○○市○○丁目○○番地 

      連絡先            自宅電話 ○○○○－○○－○○○○ 

                        携帯電話 ○○○－○○○○－○○○○ 

（ア）畜  種       豚 

（イ）用  途          肥育 

（ウ）飼養規模          2,000頭  

（エ）系  列          ○○系列 

（オ）家畜の移動の履歴      ○○○○（導入元，出荷先） 

（カ）畜舎の構造等          木造 ○○棟 

（キ）農場従事者      ○○ 名 

（ク）その他 

イ 発生関連施設等の概要 

        発生施設名        該当無し 

        住   所 

        連 絡 先 

（２）周辺農場 

制限区域内の農場数と飼養頭数 

制限区域 豚  うち(大規模)

種類 範囲 戸数 頭数 戸数 頭数

移動制限 1km 以内 2 733 0 0

1～3km 内 35 41,227 2 11,536

搬出制限 3～10km 内 94 145,382 14 69,975

計 131 187,342 16 81,511

  ※ 大規模 豚：3,000 頭以上 



103 

３ 地図の作成 

（１）発生地（農場等）の地図における確認 

（要所のポイントについては拡大地図も作成） 

ア 主要道路の概要         主要道路３本 

イ 通行遮断カ所数         ３か所 

ウ 発生地に隣接する埋却予定地   隣接する農地に確保 

エ 埋却予定地の面積              農地面積○○㎡ 

（２）発生地（農場等）を中心とした移動制限区域内の情報 

ア 家畜関連施設数 

施 設 の 種 類 移動制限区域内 搬出制限区域内

家 畜 市 場 ０ １ 

と 畜 場 ０ １ 

化製場・死亡獣畜取扱場 １ ６ 

堆 肥 セ ン タ ー ０ ４ 

イ 消毒ポイント数         16 か所 

ウ 高速道路等のインターチェンジ  １か所 

エ 発生地より離れた埋却予定地      該当無し 

オ 埋却予定地の面積              該当無し 

カ 集合基地            ○○市体育館 

キ 仮設基地            発生農場隣接農地 

ク 現地防疫対策本部                ○○家畜保健衛生所 

４ 防疫措置従事者の確保 

（１）農場初動防疫に係る動員数 

１日目 

286 名 

２日目 

198 名 

３日目 

87 名 

（２）発生状況確認検査・清浄性確認検査 

１～２日目 17～18 日目 

84 名 84 名 

（３）消毒ポイント 

１日目 ２日目 ３～18 日目 19～28 日目 

240 名 384 名 6,144 名 2,400 名 
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●資料 11 発生農場と埋却場所における必要防疫資材一覧 
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